
環境に優しい 
低速電動バスの開発 
とその普及の取り組み 

株式会社 桐生再生 
株式会社 シンクトゥギャザー 
群馬大学 
桐生市 

第１１回 ＥＳＴ普及推進フォーラム 
地方から始まる新たな交通政策を考える 

平成３０年２月２０日 



時速19kmの低速電動バスの開発経緯 

平成２２年 
低速電動バスの構想 

基本概念設計 

平成２３年 
低速電動バス 
初号機完成 

平成２７年 
低速電動バス４台 
による運行事業開始 

レンタル事業 

現在： 
運行事業の継続 

様々な社会実装試験 
新型電動バス開発 

ＪＳＴ 社会技術研究開発

センター「地域に根ざした
脱温暖化・環境共生社
会」において低速電動バ
スの概念を構想、群馬大
学 が桐生市内での低速

走行実験等を開始（平成
２２～２６年） 

㈱シンクトゥギャザーによる設
計・製造、初号機（eCOM-8）２
台が完成、群馬県桐生市・富
山県宇奈月温泉に導入 

桐生市「総務省・地域経済循環創
造事業」で３台導入、計４台で街づ
くり会社㈱桐生再生が運行を開始 

㈱シンクトゥギャザー 
マイクロＥＶ技術を電動
バスに展開 

観光低炭素交通 桐生市伝建地区・日本遺
産巡り／みなかみ町谷川岳／宇奈月温泉
／世界遺産富岡製糸場／・・・ 
過疎・高齢地域等の試験運行 桐生市／瀬
戸市／志摩市・・・ 
イベント等利用 前橋市／みどり市／館林
市／足利市／小田原市／豊島区・・・ 



○ 低速（時速19km）なので周
囲がよく見える 

○ 低騒音・対面式ベンチなの
で車内の会話が弾む 

○ 電動バスなので低CO2排
出量、乗せ換え電池搭載 

○ 再生可能エネルギーと相
性がいい 

○ 開放的な設計で周囲との
一体感が高い 

低速電動バスeCOM-8（愛称：まゆ）の特徴 

乗せ換え可能電池 
太陽光パネル搭載 

インホイールモータ駆動 

車内は
対面式
ベンチ 

軽自動車
用タイヤ
で低床化 



桐生市内での低速電動バスの運行 

①桐生駅－街中観光施設－伝
統的建造物群保存地区ルート 
・・・主に来桐観光客を対象とし
た低炭素型の移動手段を提供 

②動物園・遊園地－伝統的建
造物群保存地区を巡るルート 
・・・山の上にある動物園・遊園
地と市内の回遊を促進 

 

（①・②はともに無料運行） 

低速電動バス
の愛称は 

「まゆ：ＭＡＹＵ」 

年度 乗車人数（①＋②） 

２７年 ７０６９人 

２８年 ７２４５人 

２９年 ５３２０人（１月末まで） 

合計 １９６３４人 



外出や外食・買い物が増えて、人と
話す機会が増えた方が多い 
   ⇒ コミュニティの活性化を確認 

平成２７年度：群馬大と桐
生市で運行試験を実施 

週２日 
１日４便 
のみの運行 

高齢地域の暮らしの足運行試験結果 



地域全体で支える「ラストワンマイル」の地域交通 

高齢地域 
Ａ地区 

過疎地域 
Ｂ地区 

Ｃ地区 

Ｄ地区 

○ 各地区でラストワンマイ
ルの小規模交通を構築 

○ 長大路線バスの短縮 
○ 路線バスとの接続 
○ 地域の実情にあった運

行を地域住民が設計 
    ⇒自分たちのバス 
○ 各地域で週１～２回運行 
○ 地域商店街等の協力 
○ 地域企業のＣＳＲ対象化 

地域交通を地域全体で支える仕組づくり 

中心市街地 駅 
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